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腔炎患者 36 名と非好酸球性副鼻腔炎患者 20 名を対象とした。手術時に鼻茸、篩骨洞粘
膜、前頭陥凹粘膜の各部位の検体を採取し、リアルタイム RT-PCR 法にて TGF-β、IL-5、












腺細胞の細胞質により強く IL-5と IL-6の発現増強を認めた。 
 リアルタイム RT-PCRによる各サイトカインの mRNA定量では、TGF-β、iNOSにおい
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判  定  合  格 
 
上記 3名の審査委員会委員全員が出席のうえ、平成 29年 8月 3日の第 70回広島大学研











9 好酸球性副鼻腔炎における副鼻腔各洞による罹患率の違いについて  
10 好酸球性副鼻腔炎の診断基準の現状と問題点について 
11 今回の研究の仮説についての根拠について 
12 サイトカイン、バイオマーカーの選択と展望について 
13 全身ステロイド、抗体製薬の適応と有効性について 
14 細菌感染の合併による増悪について 
 
これらに対して極めて適切な解答をなし，本委員会が本人の学位申請論文の内容
及び関係事項に関する本人の学識について試験した結果，全員一致していずれも学
位を授与するに必要な学識を有するものと認めた。 
 
 
